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tnm分類は， t2fnl,Bm0,stage Iで， ER, PgRはいす．
れも陰性であった．術後 adjuvantchemotherapyとし














前診断T4b,NO, MO, Stage IIIbであった．手術術式は
Standard radical mastectomy (Br+ Ax十Mj+Mn,R2), 
























































































見の認められた群 （A群） 7名，触診， usともに所








3.0x 2.6 cm大の腫癒を自覚して来院し， Excisional
Biopsyにて髄様癌と確診した． 他の 1例は6ヶ月後
には来院せず， l年10ヶ月後の再診にて同部位に
3.3x2.7 cm 大の腫癒を認め ABC にて



































































































Rotter 75.6%, leve!III(2+2h)72.5%, Ax(la+lb) 





対し， Ax.（ー ）群では各々 1例， 219例と， Ax.( ＋）群
で leve!III（十）例が多かった． ~Rotter とで比較する
と， Ax.( ＋）群ではRotter（十）30例，（ー）104例に対し，




Rotter(+) 19例，（ー）22例に対し levelIII （ー ）群では各
































































(Dl ;VP16 500 mg/M2, IFOS 2,000 mg/M', CBDCA 










9.04, BFU-E 7.53, CFU-Meg 1.90, CFU-mix 1.39であ
っTこ.Conditioning は CPM6,000 mg/M2, thio-TEPA 
600 mg/M＇で 行った．再発乳癌5例のうち2例は
mobilizationの段階で病状が進行し死亡， PBSCTが
施行できたのは3例であった．そのうち2例は寛解に
入り，現在生存中であるが，残り l例は PBSCT後2
ヶ月で再発し死亡した．術後のアジュバント化学療法
2例のうち 1例は1996年8月に PBSCT施行し順調に
102 日外宝第66巻第3号（平成9年7月）
経過している もう 1例は本年3月PBSCT予定であ
る.PBSCT施行症例では，好中球数は D7～8に 500
/μI以上となり，血小板数は Dll～13に5×104I μI以
上となった．
【まとめ】！）VICIP¥T 療法による PBSCHは乳癌症
例に有効である.2）再発乳癌では PBSCTを施行して
も予後不良である.3）術後， conventionalな化学療法
では早期の再発が懸念される症例で PBSCTが評価さ
れるべきである．
